
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 63 生物の変遷と進化 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （埼玉県） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

問 1 

（1）「塾技 62  」（2）より，イカは無セキツイ動物のうち外とう膜をもつ軟体動物である。 

 イ 

（2）   外骨格 

 

 

問 2「塾技 62  」（1）参照。トカゲやハトは陸上で産卵するので，卵を乾燥から守るために殻
から

がある

卵を産むが，フナやカエルは水中で産卵するので，殻のない卵を産む。 

 トカゲやハトの卵には殻があるが，フナやカエルの卵には殻がない。 

 

 

問 3 

（1）「塾技 63  」（2）より，コウモリのつばさとクジラの胸びれは相同器官である。 

 コウモリの前あし：空中を飛ぶのに適している。 

 クジラの前あし：水中を泳ぐのに適している。 

 

（2）相同器官は形やはたらきが異なっても，基本的な骨格は同じである。

ホニュウ類の前あしの骨格は，肩からの骨（上腕骨）が 1 本，ひじか

ら先の前腕に 2 本（ 尺
しゃっ

骨
こつ

と橈
とう

骨
こつ

），手首から先の骨の並びなど共通し

ている部分が多くみられる。図 3 では，尺骨と橈骨が塗られているの

で，右の図のようにひじから先の 2 本の骨を塗りつぶせばよい。 

 

 

問 4    進化 
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塾技 63  補充問題 解答・解説 

 


